
本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入
手可能な情報に基づき判断した見通しであり、リスクや不確実性を含んでお
ります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すこと
は控えるようお願いいたします。実際の業績は様々な重要な要素により、これ
ら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際
の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情
勢、対米ドルをはじめとする為替レートの変動などが含まれます。

決算説明会
2024年12月期第2四半期
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岡部グループの事業領域（2024年12月期第2四半期連結）

2

29,137 
(92%)

2,675
(8%)

売上高

31,813百万円

建設関連製品事業
<国内>
●仮設・型枠製品
●土木製品
●構造機材製品
●建材商品
<海外>
●建材製商品

多角化事業

●自動車向けボルト・ナット類の販売
●リフトテーブル等の製造・販売
●海洋資材製品の製造・販売 など



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

国内・海外売上比率（2024年12月期第2四半期連結）

3

23,144 
(73%)

8,668 
(27%) 売上高

31,813百万円

国内事業海外事業
●米国やインドネシアにおける建材
製商品の製造・販売
●自動車向けボルト・ナット類の販
売

●建設関連製品の製造・販売
●リフトテーブル等の製造・販売
●海洋資材製品の製造・販売
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

本日のアジェンダ

4

Ⅰ．2024年12月期 第2四半期連結業績概要

Ⅱ．2024年12月期 通期連結業績の見通し

Ⅲ．Topics
・中期経営計画「OX－2026」の進捗について
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Ⅰ．2024年12月期 第2四半期連結業績概要
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

2024年第2四半期サマリー

6

プ
ラ
ス
要
因

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因
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建設関連製品事業
 省力化製品の需要取り込み
 鋼材価格の上昇に伴う適切な価格転嫁の実施

多角化事業

建設関連製品事業

 円安による為替換算レートの影響

 産業機械製品について、特注品などの高付加価値製品の
構成比の上昇

国内

海外

国内

海外  鋼材価格の低下に伴う販売価格の下落

国内
 大規模物件の計画延期による納期の遅れ
 鉄筋コンクリート造物件の着工床面積の減少
 公共投資の落ち着きに伴う、土砂災害防止用製品の需要の

低下



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

セグメント別・製品別売上高 【前年同期比】

増減率増減額2024
2Ｑ累計

2023
2Ｑ累計

（単位:百万円）

△4.9%△1753,3763,551仮 設 ・ 型 枠 製 品
建
設
関
連
製
品
事
業

△12.7%△4493,0763,525土 木 製 品

△0.7%△749,92810,002構 造 機 材 製 品

△10.9%△6475,3105,957建 材 商 品

△6.2%△4947,4467,941建 材 製 商 品 ( 海 外 )

△5.9%△1,84129,13730,979当事業計

△62.0%△4,3662,6757,042多 角 化 事 業

△16.3%△6,20831,81338,021合 計

7

※1 主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。

※2自動車関連製品事業の規模が縮小したことから、2024年度より同事業を多角化事業に再分類したため、2023年度についても変更しております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

セグメント別営業利益 【前年同期比】

8

増減率増減額2024
2Ｑ累計

2023
2Ｑ累計

（単位:百万円）

△21.7%△4311,5521,983建 設 関 連 製 品 事 業

268.4%15921859多 角 化 事 業

△13.3%△2721,7702,042合 計

※1 主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。

※2自動車関連製品事業の規模が縮小したことから、2024年度より同事業を多角化事業に再分類したため、2023年度についても変更しております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

連結業績概況 【前年同期比】

増減率増減額2024
2Ｑ累計

2023
2Ｑ累計

（単位:百万円）

△16.3%△6,20831,81338,021売 上 高

△13.3%△2721,7702,042営 業 利 益

――5.6%5.4%（ 営 業 利 益 率 ）

△6.8%△1401,9342,074経 常 利 益

―1,4551,339△116親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 ( 純 損 失 )

9

※主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

連結財政状態 【前年同期比】
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増減額2024
2Ｑ累計

2023
期末

（単位:百万円）

△1,22688,65889,885資 産

△3,09724,72627,824負 債

△7036,2146,918（ 有 利 子 負 債 ）

1,87163,93262,060純 資 産

+3.1Pt72.1%69.0%自 己 資 本 比 率



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

Ⅱ．2024年12月期 通期連結業績の見通し
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

2024年度下期の見通し

建設関連製品事業

 公共投資は底堅く推移し、民間設備投資は持ち直しの動きが
進むことが期待される

建設関連製品事業

建設関連製品事業

国内

海外  米国において、道路インフラ等の整備・改善分野は堅調に推移
する見通し

 慢性的な労働者不足による労務費の高騰、鋼材価格の高止
まり、電力・燃料費の高騰の⾧期化等が見込まれる

国内

海外  米国において、人件費の上昇・配送コスト等の高止まりが想定
される

 米国が景気後退局面に入った場合、建設業界全体への影響
が懸念される

プ
ラ
ス
要
因

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

下期 セグメント別 事業状況の見通しについて

国内:(仮設・型枠製品)販売戦略の強化による拡販を想定
(土木製品)土木製品の需要の一巡による影響はあるものの

災害復旧工事案件の需要取込みに注力
(構造機材製品) 杭頭製品や柱脚工法製品の販売強化を想定

海外:(米国)鋼材価格低下に伴う販売価格下落の影響はあるものの
建材製商品のさらなる拡販、為替効果によるカバーを想定

(インドネシア)店舗立上げフェーズにおける需要取込みを想定

建設関連
製品事業

自動車関連:ボルト・ナット類の販売強化を想定

産業機械:設備投資動向の回復やシェア拡大を想定

海洋資材:大型浮魚礁の拡販を想定

多角化
事業

13



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

下期 アクションプラン

24

建設関連製品事業建設関連製品事業

 現場における脱炭素・SDGｓに貢献できる製品の提案強化
 顧客ニーズの発掘と共有によるソリューションの提供
 建設業の労働時間制限に対応する省力化製商品の販売強化
 Slack・Salesforce・営業支援ツールを活用した業務プロセスの改善
 米国でのメーカー展開による建材製商品のさらなる拡販
 営業基盤の強化（シカゴ倉庫拡張）
 インドネシアでの新規事業の着実な進捗、市場ニーズの取込み

・中期経営計画「OX-2026」の加速
・事業環境の変化やリスクを機会ととらえ、国内外のマテリアリティ（重要課題）に
ソリューションを提供、経営リソースを集中し、サステナビリティ経営の推進を目指す

全社的方針

国内

海外

14



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

2024年度通期連結業績予想

増減率増減額2024
通期予想

2023
通期実績

（単位:百万円）

△10.4%△8,15270,00078,152売 上 高

0.4%174,1004,082営 業 利 益

――5.9%5.2%（ 営 業 利 益 率 ）

2.2%964,4004,303経 常 利 益

―8,2722,800△ 5,472親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 ( 純 損 失 )
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※主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

2024年度通期セグメント別・製品別売上高予想

増減率増減額2024
通期予想

2023
通期実績

（単位:百万円）

0.2%117,3007,288仮 設 ・ 型 枠 製 品
建
設
関
連
製
品
事
業

1.0%717,5007,428土 木 製 品

2.7%54921,00020,450構 造 機 材 製 品

△4.2%△49911,30011,799建 材 商 品

△5.0%△86016,30017,160建 材 製 商 品 ( 海 外 )

△1.1%△72863,40064,128当事業計

△52.9%△7,4246,60014,024多 角 化 事 業

△10.4%△ 8,15270,00078,152合 計
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※1 主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。

※2自動車関連製品事業の規模が縮小したことから、2024年度より同事業を多角化事業に再分類したため、2023年度についても変更しております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

2024年度通期セグメント別営業利益予想

17

増減率増減額2024
通期予想

2023
通期実績

（単位:百万円）

△13.2%△5363,5304,066建 設 関 連 製 品 事 業

3,369.5%55357016多 角 化 事 業

0.4%174,1004,082合 計

※1 主に自動車関連製品（バッテリー端子製品等）の製造販売に関連するウォーター・グレムリン・ホールディングス, Inc.、ウォーター・グレムリン・カンパニー及びウォーター・グレムリン・
アクイラ・カンパニーS.p.A.を連結の範囲より除外しておりますが、2023年度においては、同３社の損益の状況が連結業績に含まれております。

※2自動車関連製品事業の規模が縮小したことから、2024年度より同事業を多角化事業に再分類したため、2023年度についても変更しております。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

株主還元方針

18

配当
中間・期末（年間2回）

自己株式の取得
株価の水準と機動的な資本政策等遂行の必要性、財務体質への影響等を考慮したうえで、
総合的に判断して、適宜実行

方 針

株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と位置づけ、資本効率の重要性を
認識するとともに、財務体質の健全性を維持した上で、業績に応じた利益配分
を行うことを基本とし、配当性向 30％以上を目安として、併せて、自己資本配
当率（DOE）に留意し、持続的な成⾧の実現等により配当水準の安定的な
向上を目指すことを基本方針とする。



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

株主還元 -配当について-

2024(予想)20232022

60.65△118.2281.30
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 ( 円 )

30.0025.0024.00
１ 株 当 た り
配 当 金 額 ( 円 )

49.5%ー%29.5%連 結 配 当 性 向

2.2%1.8%1.8%自己資本配当率
（DOE）

19



OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

配当単価の推移
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

資産収益性について

2024
（予想）20232022（単位:百万円）

2,800△5,4723,848
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 ( 純 損 失 )

62,76864,58663,740純 資 産

4.5%△8.5%6.0%R O E

キャッシュフローの適切な配分（成⾧投資・株主還元・内部留保）により、資本コストを意識して
持続的な企業価値の向上を目指す

※純資産の数字は期中平均を使用しております。

方 針
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.

Ⅲ．Topics
・中期経営計画「OX－2026」の進捗について
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OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.OKABE CO., LTD.
23



新・中期経営計画の位置づけ

24

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2040

NEXT100 – PHASE2NEXT100 
～Exciting Future～ NEXT100 – PHASE2.1

企業価値の持続的成⾧を目指し、外部環境の変化に機敏に対応しながら、利益水準を維持するとともに、
向こう3年間を新たな収益基盤の確立に向けた ”Transformation” 期間として位置づける。

okabeコーポレートビジョン2040の実現に向けて

OX-2026
okabeコーポレートビジョン2040

営業利益の推移営業利益の推移

50億円

150億円

新たな収益基盤の
確立に向けた

“Transformation”期間

新たな収益基盤の
確立に向けた

“Transformation”期間

新たな成⾧の礎を構築
経営基盤の強化に注力
新たな成⾧の礎を構築
経営基盤の強化に注力



国内外のマテリアリティ(重要課題)に
ソリューションを提供し、

持続的な成⾧を図るため、
事業ポートフォリオの見直しも含めて

経営リソースを集中する。

25

サステナビリティ経営の推進(進化)

 人的資本を中心とした非財務KPIのチャレンジングな設定及び目標の達成

 海外子会社ガバナンスの改善

カスタマー・セントリック

人的資本経営の実践と経営基盤の強化

DXの更なる推進

 顧客・社会の課題を解決する新製品の開
発・新規事業の創出

 国内建設に特化した商品企画室の新設

 北米・ASEAN市場に適したソリューションの
提供による建設事業のグローバル展開加速

 海洋事業におけるブルーカーボン事業開始

 基幹システムの刷新、業務プロセスの改革

 DXの推進による、顧客への新たな付加価
値の提供

 情報集約・連携強化による次世代への技
術・ノウハウの承継

 IT戦略室の新設

（顧客が抱える課題を最優先で解決するための体制整備と取組みの実施）

中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略の骨子
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略

当社の原点である分野の再構築を図り、現場の省力化に貢献

付加価値・顧客満足度の向上により“選ばれる製品”を目指す

「のり面総合資材メーカー」を目指す

仮設・型枠製品

構造機材製品

土木製品

カスタマー・セントリック:建設関連製品事業（国内）
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略

「型枠一本締め工法®」の拡販による、ユーザーの省力化ニーズへの対応

カスタマー・セントリック:建設関連製品事業（国内）

Before After

本数減、重量低減、歩掛向上
CO2排出量の削減、環境負荷の低減
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略

新倉庫の活用による、物流機能の強化

新工場稼働による、省力化に貢献する製品の開発・生産強化

仕入先メーカーとの連携強化による、商品ラインアップの充実

製品ラインアップの拡充・供給機能の強化により、旺盛な米国の建設需要を獲得

カスタマー・セントリック:建設関連製品事業（米国）
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略

人的資本経営の実践と経営基盤の強化

待遇見直し(5%以上の賃上) 、福利厚生の充実による働きやすい労働環境の実現

新たな採用チャネルの創出(リファラル・アルムナイ)、
シニア人材活用等による多様な人財の確保

研修プログラム充実による成⾧機会の確保

「ホワイト500」認定取得に向けた、健康経営の一層の推進

エンゲージメントを向上させ、「一生を託して悔いることのない職場」を実現
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー事業戦略

DXの更なる推進

データ分析機能の強化によるデータドリブン経営の実現

受発注業務の効率化による顧客対応力強化

在庫管理の強化による適正在庫の維持及び収益の改善

（⇒ROICの向上）

AIによる業務サポートを活用した作業の効率化、精度向上

基幹システムアップグレードによるビジネスプロセスの革新
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中期経営計画「OX－2026」の進捗状況 ー投資計画

設備投資
100億円

営業活動CF M＆A
戦略投資
100億円

人的資本投資
10億円

株主還元

資産売却
圧縮等

負債活用

キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

●成⾧投資による
収益基盤の拡大

●在庫圧縮等による
キャッシュ・コンバージョン・
サイクルの改善

●政策保有株式の
段階的な削減

●生産設備の更新
●脱炭素投資
●DX投資 等

●国内・海外問わず、
建設関連製品事業・
サステナビリティ経営の
推進に資する事業領域を
中心にM＆Aを実施

●人件費アップ
（年間５～７％）
●研修費用 等

●配当方針:
配当性向30％以上
DOEの中⾧期的な引上げ

●機動的な自己株式の取得



本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入
手可能な情報に基づき判断した見通しであり、リスクや不確実性を含んでお
ります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すこと
は控えるようお願いいたします。実際の業績は様々な重要な要素により、これ
ら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際
の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情
勢、対米ドルをはじめとする為替レートの変動などが含まれます。

決算説明会
2024年12月期第2四半期


